
春校だより ６月号  
◇ 校長あいさつ ◇ 「春野らしさ」   校長 飯田 寛志 

 ４月に校長として着任し、初めて春野校舎へ向かった日のことです。例年より

も早い桜の開花に誘われて、木々の緑も色づき始めている様子を見ながら車を走

らせました。気田川清流、周囲の美しい山並み、数々の野鳥や植物など、豊かな

自然に囲まれた学校であると胸が高まりました。学校では、生徒たちと気持ちの

良い挨拶を交わし、素朴な中の礼儀正しさに触れました。また、教職員もとても親切に案内して

くれ、春野の人々の温かさを感じるとともに、自分もこの春野校舎のメンバーに加えていただいたのだと喜び

を実感しました。 

 この恵まれた自然環境の中にある春野校舎に関わる人々が「春野らしさ」をつくっているのだと感じます。「ら

しさ」とは、「自分らしさ」「子供らしさ」のように使われますが、春野校舎の「春野らしさ」は、春野の人々に

よって形づくられているのです。 

 春野校舎の校訓は、春野高校の時から変わらない「立志力行」「師弟同行」です。春野校舎では、「立志力行」

目標に向かって精一杯努力し、「師弟同行」生徒と教職員が共に学びあい、共に感動し、人として互いに信頼でき

る関係づくりを進めることにより、生徒の自己実現を目指して取り組んでいます。素晴らしい環境の中、一人ひ

とりの生徒が夢や希望に向かって努力し、自分らしく生きることを実現するために、教職員が生徒に寄り添い、

一緒になって取り組み成果を上げることが「春野らしさ」の一つです。 

 また、学校の未来のために何が必要かを考え、御支援いただいている後援会、同窓会の皆様、学校の教育活動

に御協力いただいているＰＴＡ会員の皆様、そして、とても温かく様々な面で学校を応援してくださる地域の皆

様、春野の人々に支えられた上での教育活動も「春野らしさ」の一つであり、心から感謝しています。  

 この「春野らしさ」を春野校舎の強みとして、人の役に立ち、地域の文化・産業を支えていく人材を育成する

ために、教職員一同、教育活動に精一杯取り組んでまいりますので、今後も変わらぬ御支援、御協力をお願い申

し上げます。 

◇ インターハイ西部地区予選 ◇  

＜ソフトテニス部＞  

●個人戦ダブルス（４月 29 日）＠花川運動公園 

初戦  堂囿・小川ペア １－４ 浜松学院   長谷川・水谷ペア ０－４ 浜松商業 

＜卓球部＞ 

●男子シングルスの部（４月 29 日）＠浜松アリーナ  

初戦  森谷 ３-２ 浜松学院   吉村 ０-３ 湖西  山下 ０-３ 袋井商業 

     木野 ０-３ 袋井     鈴木 ０-３ 浜松啓陽  

 ２回戦 森谷 ０-３ 浜松工業 

●男子ダブルスの部（５月１日）＠さわやかアリーナ  

 初戦  森谷・吉村 ０-３ 袋井 

●男子学校対抗の部（５月４日）＠さわやかアリーナ  

初戦 春野校舎 ０－３ 浜松南 

 

 

 

 

令和３年６月 25 日 

静岡県立天竜高等学校春野校舎 

文化部も 

頑張っています！ 



◇ 春の遠足 ◇ 

 １年生：フラワーパーク、浜松市動物園 ／ ２、３年生：静岡市探訪  

 ４月 16 日に全学年で春の遠足に行きました。１年生は出会ったばかりの友達と、２年生は新しいクラスの

新しい仲間たちと、３年生はなじみの級友たちと親睦を深めました。 

 11HR 越野諒さん「久しぶりの動物園でしたが、家族で行くのとは違った感覚がありました。入学してまだ１

週間ちょっとしか経っていませんが、新しい友達と一緒に行動し仲良くなれたと思います。このような行事を

通してクラスの仲を深めていけたらいいと思います。」21HR 森谷友貴さん「今回の遠足では、静岡市の代表的

な産業の１つであるプラモデルや水産物について楽しく学ぶことができました。ホビースクエアで見たプラモ

デルは細かいところまで作りこまれていてすごいと思いましたし、河岸の市で食べた海鮮丼はとても美味しか

ったです。」31HR 後藤菓恋さん「静岡市内を地図を見ながら歩き回り、目的地に着いたときは達成感がありま

した。私は城や神社が好きなので、最初に行った駿府城公園がとても印象に残っています。城の造りや城を築

いた人の思いなどが伝わってきました。」 

 

 

 

 

 

◇ 春埜祭 ◇                            

６月４日に「Find Your Color」をテーマに春埜祭を開催しました。昨年度に続き、一般公開を中止し、校内発

表のみを行いました。生徒たちは小規模校という特性を最大限に生かし、ソーシャルディスタンスを保ちながら

様々な工夫を凝らした展示・発表を見せてくれました。来年度、春埜祭が通常開催できましたら、地域の皆様の

ご来校を生徒・職員一同心待ちにしております。31HR 中村悠真さん「今年の春埜祭も一般公開がなくなってしま

ってとても悔しかったです。また、私たち３年生にとっては最後の春埜祭で、たくさんの飾り付けや出し物をク

ラスの皆と決めて、長い時間をかけて準備するのが最後だと思うととても悲しかったです。しかし、校内開催が

でき、楽しい思い出がたくさんできたので嬉しかったです。」21HR 大石泰成さん「今年の春埜祭は去年よりしっ

かり準備できたと思います。クラス展示では射的を担当しましたが、射的で失敗した人も景品のお菓子をもらえ

るように工夫をしました。また、今年は有志発表に参加しました。歌が得意なわけではありませんが、こうした

体験は大切だと思いました。来年は地域の方々にも来ていただきたいです。」11HR 鈴木颯太さん「初めての学校

祭をとても楽しむことができました。クラス展示では、自分が作ったしおりをお客さんがたくさんもらってくれ

てうれしかったです。また、先輩方の展示は工夫が凝らされていて、すごかったです。他にもダンスやモザイク

アートなど、一生懸命準備したものが無事に完成し、達成感を感じられました。来年の文化祭も楽しみです。」 

 

 

 

 

 

 

内容についてのお問い合わせは、 

〒437-0625 浜松市天竜区春野町堀之内 284 053-985-0306 天竜高校春野校舎内  

総務・図書課 までお願いします。 

※カラー版「春校だより」は天竜高校春野校舎 HP で！ 天竜春野校舎 検 索☜                        

春野町 PR 

キャラクター

「はるてん」 


